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第　5　章　　　研　究　等

論　文　発　表

題　　目 発　表　者 備　　考

胃癌肝浸潤に対して幽門側胃切除術，肝外側区
域切除術を施行した１例

中山雄太、古山和樹
清水康一郎、金本澪
浦田望、公盛啓介
内山護、鈴木喜裕
利野靖、齋藤綾

癌と化学療法51巻4号 Page457-459
2024年4月

Impact of Perioperative Rehabilitation on
Postoperative Length of Hospital Stay for
Patients With Gastric Cancer.

Komori K、Abiko F
Ichikawa T、Ando K
Shigeeda R、Yamaguchi T
Kurusu K、Arai M
Misawa K、Ando S
Koyama K、Shimizu K
Nakayama Y、Mikayama Y
Suzuki Y、Rino Y
Saito A

Anticancer Res.
2025年Feb;45(2):817-822.

Identification of Factors Contributing to
Testosterone Recovery After Hormone Therapy
Combined With External Radiation Therapy.

Yokomizo Y、Ito Y
Kawahara T、Hayashi N
Miyoshi Y、Makiyama K
Hata M、Uemura H

In Vivo.
2024年 Jul-Aug;38(4):2074-2079. doi:
10.21873/invivo.13666.

Patients' Preferences and the Time to
Finish Gonadotropin-Releasing Hormone
(GnRH) Agonist and Antagonist Injections in
Japanese Prostate Cancer Patients.

Kawahara T、Hasizume A
Miyoshi Y、Ueno D
Yamazaki M、Teranishi JI
Makiyama K、Uemura H

Cureus.
2025年 May 27;17(5):e84881. doi:
10.7759/cureus.84881. eCollection 2025 May.

ツツガムシ病患者の血液像に出現した反応性リ
ンパ球の形態学的検討

湯川いづみ、春成姿子
本川萌美、高橋知子
金丸まりえ、越川智誠貴
永山佳奈、岡部雅一

神奈川県臨床検査技師会雑誌
59 (176), 39-44, 2024年

Comparison of dose rounding and drug vial
optimization for reducing anticancer drug
waste.

Harada T、Usami　E
Aso T、Yokoyama N
Imanishi Y、Suzuki I
Moriya A、Asano H
Go M、Kimura M
Noguchi Y、Yoshimura T

J Oncol Pharm Pract.
2025 May 21:10781552251341567.
doi:10.1177/10781552251341567.Epub ahead of
print.PMID:40398488.

外　科

泌 尿 器 科

検 査 技 術 科

薬 剤 科

学　会　発　表

題　　目 発　表　者 年 月 日 学 会 ・ 講 演 会 等

下部消化管出血を繰り返し、大腸憩室出
血と誤診した小腸粘膜下腫瘍の1例

近藤惇史、國司洋佑
大西咲希、兼松健太
石原鴻、内田要
柳橋崇史、川名一郎
前田愼

2024年7月6日 第68回 神奈川消化器病研究会

ツツガムシ病と肝障害についての検討

國司洋佑、内田要
大西咲希、兼松健太
石原鴻、柳橋崇史
川名一郎、前田愼

2024年11月9日 第69回 神奈川消化器病研究会

総 合 診 療 科（内　科）
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題　　目 発　表　者 年 月 日 学 会 ・ 講 演 会 等

多機関連携により学校における医療的ケアを導
入出来た一例

青木理加
埼玉
2024年6月9日

第35回日本小児科医会総会フォーラ
ムin埼玉

胃癌周術期のがんリハビリテーションが
術後在院日数に与える影響

公盛啓介、古山和樹
清水康一郎、中山雄太
三箇山洋、鈴木喜裕
利野靖、齋藤綾

名古屋
2024年4月

第124回日本外科学会総会

Upside down stomachを伴う巨大食道裂孔
ヘルニアを腹腔鏡下に修復した症例

清水康一郎、鈴木喜裕
宮脇黎央、金井春香
高橋大志、三箇山洋
利野靖、齋藤綾

宇都宮
2024年11月

第86回日本臨床外科学会総会

外傷性血気胸ドレナージ中に肋骨骨折部
による横隔膜損傷にて出血を併発し緊急
手術を要した一例

金井春香、高橋大志
宮脇黎央、三箇山洋
清水康一郎、鈴木喜裕
利野康、齋藤綾

宇都宮
2024年11月

第86回日本臨床外科学会総会

多発動脈瘤に対して膵温存脾動脈瘤切除
術を施行した一例

宮脇黎央、三箇山洋
金井春香、清水康一郎
高橋大志、鈴木喜裕
利野靖、齋藤綾

宇都宮
2024年11月

第86回日本臨床外科学会総会

胃癌術後に骨転移再発をきたした2例

宮脇黎央、鈴木喜裕
金井春香、清水康一郎
高橋大志、三箇山洋
利野靖、齋藤綾

名古屋
2025年3月

第97回胃癌学会総会

腫瘍用人工関節置換術の術後感染症に
CLAPを施行し感染を鎮静した４例

矢守哲也
名古屋
2025年2月21日

第55回日本人工関節学会

即時膀胱全摘除術を行った膀胱癌
plasmacytoid variantの1例

高木広道、林悠太郎
三好康秀、小泉充之

神奈川
2025年2月20日

第70回日本泌尿器科学会
神奈川地方会

オラパリブが長期期間にわたり奏効した
転移性去勢抵抗性前立腺癌の1例

高木広道、林悠太郎
塚田英樹、小泉充之
三好康秀

山形
2024年10月3～5日

日本泌尿器科学会東部総会

未病コンディショニングセンターにおけ
るリハビリプログラムの有効性～2期を通
して～

三澤香織、来栖慶一
重枝利桂、瀬戸恭子
上之園かす美
堺谷礼子、草山喜洋

新潟
2024年10月31日～
　　　11月1日

第62回全国自治体病院学会

当院における医療被ばく線量管理システ
ムを用いたCT線量管理

黒須敦司
新潟
2024年11月1日

第62回全国自治体病院学会

小　児　科

放 射 線 技 術 科

リハビリテーション室

整 形 外 科

泌 尿 器 科

外　科

－ 84 － － 85 －
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題　　目 発　表　者 年 月 日 学 会 ・ 講 演 会 等

～MOTTAINAI～を『試算』から『実行』へ～抗
がん剤MOTTAINAI実践に一歩踏み出そう！

原田知彦 2024年11月
第34回日本医療薬学会年会
メディカルセミナー25
がん医療の医療経済を考える

症例を通して薬剤性肺障害の早期発見か
ら治療につなげるために薬剤師がデキる
ことを考えてみよう

原田知彦 2025年3月

第14回日本臨床腫瘍薬学会学術大会
2025
シンポジウム10抗がん薬治療中の肺
障害への挑戦：薬剤師の役割を考え
る

Comparison of Dose Rounding and Drug
Vial Optimization for Reducing
Anticancer Drug Waste.

Tohiko Harada、Eiseki
Usami、Takuya Aso、
Makiko Go、Yukari
Imanishi、Isao
Suzuki、Michio
Kimura、Akihiko
Moriya、Hiroki Asano、
Tomoaki Yoshimura

2025年3月8日 第22回日本臨床腫瘍学会学術集会

未病コンディショニングセンターにおけ
るえいようしの介入と有用性

堺谷礼子 2024年11月1日 全国自治体病院学会

療養先決定に難渋した排出期家族への意
思決定支援
～親族の意向が強く反映された事例～

竹下みのり
2024年
9月14～15日

第31回日本家族看護学会学術集会

専門性を持った看護師の介入により、意
思決定支援ができた1事例
～その人らしい自己決定を支える支援～

善波いづみ
2024年
10月12～13日

第47回日本死の臨床研究会

栄 養 管 理 科

看 護 局

薬 剤 科

講　演・発表会

題　　目 発　表　者 年 月 日 研 修 ・ 講 演 会 名

「この腹痛、病院いったほうがいいかな？」
にお答えします

國司洋佑
2025年
2月15日

足柄上病院
令和6年度第1回「医学講座」

子どもの病気や事故への対応について 青木理加
2024年
6月13日

開成町ファミリーサポートセンター
事業
「まかせて会員・両方会員講習会」

学校における摂食障害の児童への対応と起立
性調整障害の児童への生活習慣の立て直し支
援について

青木理加
松田
2024年
8月22日

第2回足柄上郡小学校教育研究会養
護教諭部会

乳幼児の病気への対応 青木理加
2024年
10月10日

開成町ファミリーサポートセンター
事業
「相談タイム」

総 合 診 療 科（内　科）

小 児 科
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題　　目 発　表　者 年 月 日 研 修 ・ 講 演 会 名

足柄上地域における小児科診療 青木理加
小田原
2024年
10月26日

湘南心理研究会「コスモスの会」
10月定例会

子どもの病気や事故への対応について 青木理加
2024年
11月14日

開成町ファミリーサポートセンター
事業
「まかせて会員・両方会員講習会」

特発性正常圧水頭症
－隠れ認知症について－

濱田幸一 2024年7月 第36回医療・介護地域連絡会

その認知症、手術で治るかもしれません
～特発性正常圧水頭症について～

濱田幸一 2024年10月
令和6年度
足柄上医師会保健医療セミナー

脳卒中の後遺症　手足のつっぱり（痙縮）の
治療　－　ボトックス治療　－

濱田幸一 2024年12月
令和6年度第1回足柄上病院地域医療
支援病院研修

埋込型医療器具を使用した脳神経外科診療 濱田幸一 2025年3月
2024年度第3回足柄上病院足柄上医
師会合同研究会

効かない薬 北川太郎
2024年
10月15日

足柄上臨床研究会

転移性前立腺癌の画像診断 三好康秀
2024年
9月26日
WEB開催

神奈川前立腺癌カンファレンス

mCSPC治療におけるtreatment burden vs
treatment benefitを考える

三好康秀
2024年
10月9日
WEB開催

イクスタンジWEBシンポジウム

mCRPCの個別化治療 三好康秀
2025年
3月7日
WEB開催

Prostate Cancer Gene Academy
2025 in Gunma

薬薬連携　入退院支援の取り組み 鈴木功
2025年
2月18日

2024年度
第３回足柄上臨床研究会

当院の使用レジメンの現状
免疫チェックポイント阻害剤について知って
ほしいこと

原田知彦
安藤夏未

2025年
3月11日

足柄上地区薬薬連携セミナー
連携充実加算・特定薬剤管理指導加
算2に関する研修会

皮 膚 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科

薬 剤 科

－ 86 － － 87 －
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題　　目 発　表　者 年 月 日 研 修 ・ 講 演 会 名

在宅へ退院される患者への嚥下食事指導につ
いて

福原昭男
2025年
1月17日

医療・介護地域連絡会

腸活による体調改善と生活習慣病に気を付け
る食事

柴田弘美
2025年
2月15日

足柄上病院
令和6年度第1回「医学講座」

家族支援「渡辺式」家族アセスメントモデル
を用いて事例を分析してみよう

竹下みのり
2025年
3月21日

医療・介護地域連絡会

看 護 局

栄 養 管 理 科

内 容 講　師　名 年 月 日 研 修 ・ 講 演 会 名

講師 濱田幸一 2024年10月1日 ITB療法ハンズオンセミナー【神奈川】

講師 藤澤なお子
2024年
8月9日・16日

神奈川工科大学　看護生涯センター
認定看護管理者教育課程セカンドレベル
人材管理Ⅱ　多職種チームのマネジメント

講師 平野美幸

2024年
5月31日、6月14日
7月5日・20日
8月9日・30日

神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
認定看護管理者教育課程セカンドレベル
統合演習Ⅱ

講師 平野美幸
2024年
8月14日

神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
教員・教育担当者養成課程介護コース
倫理学　生命の始期における倫理的な課題

講師 生田正美
2024年
5月～7月

たまプラーザ看護学校
災害看護学

講師 麻生みちる
2024年
9月24日、10月1日

積善会看護専門学校
成人臨床看護学Ⅱ　糖代謝障害の患者の看護

講師 村松良子
2024年
9月9日

神奈川県立平塚看護大学校
発達看護論Ⅳ
高齢者の皮膚の変化と清潔への支援

講師 片柳素子
2024年
4月26日、5月31日
10月25日、12月20日

横浜市立大学大学院医学研究科
看護学専攻博士前期課程
周麻酔期看護学演習Ⅰ

看　護　局

講　師　等

脳 神 経 外 科
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内 容 講　師　名 年 月 日 研 修 ・ 講 演 会 名

ファシリテー
ター

得みさえ
2024年
10月12日

日本癌治療学会・ファイザー公募型医学教育プロ
ジェクト助成「高齢がん患者に対する意思決定支
援を実装することを目指した多職種教育プログラ
ムの普及を目指したプロジェクト」主催
高齢がん患者の意思決定支援に関する研修会

講師 下口史

①2024年5月21日
　2025年1月14日
②2024年5月17日
　2025年1月31日

開成町子育て健康課
①令和5年度　開成町ママ＆パパ教室
②開成町子育て支援センター出前講座

講師 池田智子

2024年
9月11日・19日・26日
10月3日
11月13日・ 18日
12月5日・11日・19日

積善会看護専門学校
第2学年（第35期生）
講義　医療安全

講師 池田智子
2024年
8月1日

神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
看護実践指導者講習会

講師 森岡貴美子
2024年
12月25日

神奈川県立中井やまゆり園
令和6年度　感染症予防講習会
感染経路別予防策とコロナウイルス感染症対策

講師 竹下みのり
2024年
9月5日・12日・15日

おだわら看護専門学校
地域・在宅看護論Ⅳ家族看護

講師 竹下みのり
2024年
12月6日

神奈川県立こども医療センター
第12回KCMC　小児看護エキスパートナースコース
「家族支援」

講師 小岩静蘭
2025年
1月21日

神奈川県立平塚看護大学校
健康段階別看護論Ⅱ（回復期）

講師 吉田郁子
2024年
4月24日

日本プライマリ・ケア連合学会
神奈川支部学術集会WEB講習会・討論会

講師 吉田郁子
2024年
9月10日

医療法人同愛会　小澤病院
認知症看護

講師 吉田郁子
2024年
9月24日

杏林会　八木病院リハビリテーション室
認知症看護の困りごと

講師 吉田郁子
2024年
11月15日

聖路加国際大学　看護リカレント教育部
認定看護師教育課程（認知症看護コース）

講師 吉田郁子
2025年
1月11日

八王子保健生活協同組合　城山病院
認知症看護の困りごと

講師 切通正恵
2024年
10月17日

医療法人社団恵生会　上白根病院
認知症患者への看護・ケアについて

－ 88 － － 89 －
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総　説

内　　　容 担　当　者

【薬の使い方がすぐわかる　泌尿器科処方ガイド】
腫瘍. 抗がん薬の副作用対策. 末梢神経障害.
臨床泌尿器科(0385-2393)78巻4号 Page221-223, 2024

三好康秀、佐伯美奈子

泌 尿 器 科

執　筆

内　　　容 担　当　者

CareNet,Doctors’Picks
【ASCO　泌尿器がん　見どころまとめ】WEB

三好康秀

CareNet,Doctors’Picks
【ESMO　前立腺がん　見どころ１（Proffered Paper）】WEB

三好康秀

CareNet,Doctors’Picks
【ESMO　前立腺がん　見どころ２（mini oral）】WEB

三好康秀

看護部長通信　2024年8・9月号
救急看護師の事例から見る「能登半島地震」におけるDMAT活動

生田正美

日創研出版　外来看護　2025年度2月
救急患者における意思決定支援

生田正美

日本救急医学会　2025年2月
救急医のための特定行為研修修了看護師の活用ガイド（救急領域）

生田正美

看 護 局

泌 尿 器 科

その他

研 究 費 名 課　題　名 担　当　者

医師主導治験（PDRファーマ株式会社）
骨転移を伴う未治療前立腺癌におけるbone scan
indexに有用性を解析する前向き試験
2017年から2025年

三好康秀

泌 尿 器 科

－ 90 －



 

足柄上病院の病院理念       

 
1 「あ」 ： 安全で安心な医療を提供します。 

           医療事故防止、診療情報の提供 

1 「し」 ： 社会の要請を担う政策医療を展開します。 

           救急医療、小児医療、HIVを含む感染症医療 

1 「か」 ： 患者中心の医療を実践します。 

           インフォームド・コンセントの徹底、患者満足度の高い医療、患者の権利擁護 

1 「み」 ： 魅力ある自立した病院を目指します。 

           患者さんにとっても、医療従事者にとっても経営的にも、環境面でも 

 

                         患者権利章典 

     医療は誰の為にあるのか、何の為にあるのかを深く認識し、常に患者さんサイドに立った医療の実践 

を目指して、患者さんの権利に関して県立足柄上病院は次のことがらを大切に考え行動します。 

1  平等で公正な医療を受ける権利 

       患者さんは医療を受けるにあたり、人格、価値観、人生観、死生観が尊重され、差別なしに良質 

な医療を受ける権利があります。患者さんは人権、国籍、信条、宗教、社会的地位等を問わず、平 

等で公正な医療を受ける権利があります。 

2  選択の自由の権利 

       患者さんはいずれの医療機関でも保健サービス機関でも自由に選択し、又変更する権利がありま 

す。患者さんは、いかなる治療段階でもセカンド・オピニオン（他の医師の意見）を受ける権利があり 

ます。 

3  自己決定権 

    患者さんは誰でも十分なインフォームド・コンセントの後に、自分の受ける全ての医療に関し、選択 

   の自由（インフォームド・チョイス）が保障され自分で決定する権利があります。 

4  プライバシーの保護を受ける権利 

    患者さんは一人の人間としてその人間が尊重され、個人情報の秘密が保持され、その人の私生活 

   がみだりに第三者にさらされず乱されない権利があります。 

5  情報を得る権利 

    患者さんは自分の医療上のいかなる情報も受ける権利、健康状態に関し十分な説明を受ける権利 

   があります。 

6  健康教育を受ける権利 

    患者さんは疾病やその治療法、保健、予防等について学習する権利があります。 

7  医療参加の権利 

    医療は患者さんと医療提供者とが信頼関係に基づき協力して作り上げていくものです。患者さんは 

   誰でも最適な医療が実践されるよう主体的に医療に参加する権利があります。 

8  どんな状況下でも、適切な判断の下に意思が尊重され支援される権利 

    最善の努力をしても時として病気が進展して治癒が期待できない状況下となることがあります。その  

   ような場合、患者さんの意思と最良のQORを得る努力が尊重され、強く支援される権利があります。 
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